
岡山県倉敷市（1 例目）と北海道厚真町（2 例目）

で高病原性鳥インフルエンザ発生！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

今シーズン、国内で初となる家きんでの発生！ 

⿃インフルエンザウイルスの農場への侵⼊リスクが更に⾼まってい
ます︕ウイルス侵⼊防⽌のため、引き続き飼養衛⽣管理の徹底、  
鶏の健康観察の励⾏、異状を認めた際の早期通報をお願いします。 

今シーズンの野鳥における高病原性鳥インフルエンザウイルス検出状況 

3 例目 10 月 11 日 福井県南越前町 死亡野⿃（ハヤブサ） H5 亜型 

4 例目 10 月 8 日 北海道別海町 野⿃糞便（ガンカモ類） H5 亜型 

5 例目 10 月 14 日 宮城県栗原市 死亡野⿃（マガン） H5 亜型 

6 例目 10 月 16 日 新潟県新潟市 衰弱野⿃（ハヤブサ） H5 亜型 

令和４年 1０月２８日 No.３０ 
庄 内 家 畜 保 健 衛 生 所 
庄内地区家畜畜産物衛生指導協会 
ＴＥＬ ０２３５（６８）２１５１ 
ＦＡＸ ０２３５（６６）２４６６ 

【発生概要】 

1 例目：岡山県倉敷市 採卵鶏 約 17 万羽飼養 

・10 月 27 日 簡易検査陽性 

・10 月 28 日 遺伝子検査で H５亜型確認 

2 例目：北海道厚真町 肉用鶏 約 17 万羽飼養 

・10 月 28 日 簡易検査陽性 

・同日      遺伝子検査で H5 亜型確認 

鶏に異状が認められた際は速やかに当所まで通報を！ 

庄内家畜保健衛生所０２３５－６８－２１５１ 

（夜間・休日は携帯に転送されます） 


